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快適で住みよいまちづくり

年度 内　容

平成29
・地域の状況や公共交通の現状整理
・資料調査、アンケート調査
・地域公共交通会議の開催

平成30

・バス利用者の乗降調査
・学校・医療機関など関係機関へのヒアリング
・地域意見交換会（小学校区）
・地域公共交通会議の開催

平成31

・計画（案）の策定
・パブリックコメントの実施
・地域公共交通会議での承認
・議会報告

■将来にわたり持続可能な公共交通の計画をつくります

暮らしに密着した交通網の整備に着手します

　萩市は、少子高齢化が進展し、広大な中山間地域を抱え
ることから、高齢者などの交通弱者の方の通院や買物のた
めの移動手段の確保が緊急の課題となっています。今後、
公共交通を必要とする交通弱者の方が、更に増加すること
を見据え、将来の公共交通体系を考える必要があります。
　このような状況を踏まえ、萩市全体の公共交通体系を抜
本的に見直し、人口減少社会においても持続可能な公共交
通体系を再構築するため、マスタープランとなる「地域公
共交通網形成計画」を平成29～31年度に策定することで、
市民の暮らしに密着した交通網の整備に着手します。
　この計画の中で、まぁーるバスのみならず、路線バスや
ぐるっとバスについても見直しを行います。行政や交通
事業者だけでなく、今は公共交通を利用していなくても、
10 年後、20 年後の自分や家族の移動手段を市民１人ひと
りが考え、公共交通を次世代に残していくことが求められ
ています。

三見地区のぐるっとバス

■事業スケジュール（予定）

産業活力にあふれたまちづくり
景観形成基準の見直しを図ります

■歴史的景観の保存と産業振興の両立を目指します
　萩市では、全国に誇るべき歴史的景観や自然景観を守り、
育て、次代へ引き継ぐことを目的に、平成 19 年に萩市景
観計画を策定、また平成 20 年に萩市屋外広告物等に関す
る条例を制定し、それぞれに詳細な基準を設け、良好な景
観形成に係る取り組みを行ってきました。
　市長施政方針で示した「地域産業の活性化」を踏まえ、
萩市が全国に先駆けて進めてきた貴重な歴史的景観の保護
は今後も継続したうえで、これまでの基準を、活発な商工
業活動の推進に資する内容とするため、景観を積極的に守
るべき部分と、商工業活動の推進・賑わいの創出を進めて
いく部分とのメリハリをつける形に見直しを行ないます。
　現行基準の内容を再精査し、各地域の実情に合わせた形
に見直していきます。
　また、現在、市全域を細かく区域分けし、それぞれに基
準を設けているものを、状況に応じて区域を統合すること
も検討していきます。
　早ければ、平成 30 年度中から運用を開始する予定です。

年度 内　容
平成29 ・見直しの素案作成

平成30

・住民説明会等の実施
・パブリックコメントの実施
・景観審議会での承認
・議会報告

■見直しのスケジュール（予定）
歴史的景観保全地区の例

都市計画課（２５・３６４７）問い合わせ

屋外広告物の例

商工振興課（２５・３５８３）問い合わせ
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ところ 市民館大ホール

｢南こうせつwithウー・ファン」
〜心のうたコンサート〜

　萩市民館開館
50周年を記念し、
歌手の南こうせつ
さんをメインに、
古
こ そ う

筝奏者のウー・
ファンさんとの
ジョイントコン
サートを開催しま
す。
　コンサート後半
では、市民参加に
よる合唱団との共
演もあります。

と　き 平成30年２月24日（土）
開演　午後６時（開場　午後５時30分）
終演予定　午後８時30分

南こうせつ、ウー・ファン、地元共演者
神田川、妹、夢一夜、市民との合唱曲ほか

入場料 前売2,000円 (税込、全席指定）、当日
2,500円（税込、前売券完売の場合、当日
券はありません）
※未就学児の入場はできません（事前予約の
無料託児サービスをご利用ください）。
※宝くじ助成による特別料金です。

南こうせつさん（右）とウー・ファンさん（左）

■主催　萩市、（一財）自治総合センター
■問い合わせ　文化・生涯学習課

（２５・３５１１）

宝くじまちの音楽会

出演者
予定曲

チケット発売開始日 12月１日（金）
プレイガイド 市民館、市役所総合案内、各総合事務所

　平成 25 年から明治維新 150 年を記念し、萩幕末維
新に関連する史実などを中心にデザインしたシリーズ
切手（オリジナルフレーム切手）を発行しています。
　第５弾となる今年は「高杉晋作没後150 年」を題材
にデザインされています。
　萩ならではの切手をぜひお買い求めください。
販売部数：1,500部
販売エリア：市内の郵便局、県内の一部の郵便局（一部
の簡易郵便局を除く）、萩市観光協会
価格：１シート1,300円
製作：日本郵便株式会社（企画協力：萩市）
■問い合わせ　日本郵便中国支社（０８２・２２４・
５９９１）

〜今回のテーマは「高杉晋作没後150年」〜

　萩市観光協会では通信販売
の取扱いも行っています。
申込方法：郵便局の「払込取
扱票」に必要事項を記入のう
え、最寄りの郵便局窓口で振
込。
価格：１シート 1,660 円（切
手シート代 1,300 円、送料
360 円）
※払込手数料はお客様負担。
■問い合わせ　萩市観光協会

（２５・１７５０）

明治維新150年記念シリーズ切手を販売中
◎通信販売も行っています

　

先
月
末
に
開
催
さ
れ
た
薩
長
「
志
」

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
最
後
に
、
東
進
ハ
イ

ス
ク
ー
ル
講
師
、
林
修
お
さ
む

氏
を
招
き
、

「
覚
悟
を
も
っ
て
生
き
る
」
と
題
し
て

講
演
し
て
頂
い
た
。

　

氏
の
話
で
は
、「
す
べ
て
の
歴
史
は

現
代
史
で
あ
る
」（
ク
ロ
ー
チ
ェ
）と「
群

像
の
感
覚
」
に
つ
い
て
の
解
説
が
印
象

に
残
っ
た
。

　

前
者
は
、
歴
史
が
骨
董
品
の
よ
う
に

自
分
た
ち
と
切
り
離
さ
れ
た
ま
ま
、
今

の
自
分
の
生
き
方
に
繋
が
ら
な
い
の
で

は
意
味
が
な
い
と
い
う
こ
と
。

　

ま
た
後
者
は
、
全
体
像
の
中
で
自
分

を
と
ら
え
る
感
覚
が
重
要
で
あ
る
。
自

分
は
他
者
と
ど
う
違
う
の
か
、
ど
の
よ

う
に
行
動
す
べ
き
か
を
考
え
、
そ
し
て

自
分
の
器
に
あ
っ
た
努
力
を
す
る
こ
と

が
重
要
だ
と
。
そ
し
て
、
そ
の
結
果
が

出
る
の
な
ら
自
信
を
も
っ
て
自
分
の
や

り
方
を
貫
け
と
。

　

来
年
の
明
治
維
新
１
５
０
年
に
合
わ

せ
て
、
萩
市
で
は
今
年
か
ら
再
来
年
に

か
け
て
、
様
々
な
記
念
事
業
を
実
施
す

る
。
そ
の
際
に
市
民
の
皆
さ
ん
、
特
に

萩
の
若
者
に
は
、
歴
史
を
学
び
、
そ
れ

を
踏
ま
え
、
全
体
像
の
中
の
自
分
を
意

識
し
て
、
将
来
自
分
が
ど
の
よ
う
に
生

き
る
か
を
考
え
る
き
っ
か
け
と
し
て
欲

し
い
。

■
市
長
コ
ラ
ム
No7

市
民
フ
ァ
ー
ス
ト
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萩 市 教 育 文 化 奨 励 賞
萩市の教育・文化・体育の振興に努めた個人および団体を表彰。

昭和 42 年に杉道助文化奨励賞として始まり、その後、教育・体育奨励賞が加わり、教育文化奨励賞となりました。

教育功労賞

國光 峯
み ね よ

代 （73 歳 大島）

　平成 22 年から大島婦人会
会長として、大島地区の女性
活動の中核を担い、指導者と
して地域の社会教育の発展に
寄与。平成５年からは、大島
公民館の企画運営に携わり、
生涯学習の発展に貢献。

29年度

教育奨励賞

お話しの出前 ジョイントネット萩「草
くさ

の芽
め

」
（平成 12 年設立）

　平成 12 年の「子ども読書年」を契機に発足し、
子どもたちに本の魅力を伝える活動に尽力。保育所
や学校等を中心に、絵本の読み聞かせなどを通じて、
お話しの出前講座に取り組むとともに、絵本作家の
講演会を企画するなど、読書活動の振興に貢献。

文化功労賞

野
の だ

田の柱
はしらまつ

松保存会 （平成４年設立）

　平成４年に「野田の柱松」が旧むつみ村の無形民
俗文化財に指定されたことを契機に会を設立。設立
以来 20 年以上にわたり火祭りを行い、現在でも、
むつみ地域の野田地区７戸が、地域独特の伝統行事
を後世に受け継ぐため尽力。

文化功労賞

浜崎しっちょる会 （平成 10 年設立）

　平成10 年の設立後、約 20 年にわたり浜崎地区の
町並み保存によるまちづくりに尽力。平成 13 年に
国の重要伝統的建造物群保存地区選定を受け、来訪
者へのおもてなしなど、地域のおたからを生かした
活動に取り組み、浜崎地区の魅力の発信に貢献。

特別賞

阿
あ そ ぬ ま

曽沼 敏
はるみち

康（萩商工高校３年）

　８月に宮城県で開催された
全国高等学校総合体育大会少
林寺拳法競技（男子単独演武）
で４位入賞。平成 28 年度の
同大会（男子単独演武）でも
入賞するなど、今後の活躍が
期待される。

中原 滝
た き お

雄（61 歳  椿東）

　昭和 49 年から萩市野球連
盟の審判役員を務めるなど軟
式野球競技普及に貢献。また、
全日本軟式野球連盟のもと山
口県野球連盟常任理事として
軟式野球競技の社会体育発展
に尽力。

体育功労賞 特別賞

山元 隆
りゅうじ

史 （萩商工高校３年）

　８月に宮城県で開催された
全国高等学校総合体育大会少
林寺拳法競技（男子単独演武）
で優勝。第 19 回全国高校少
林寺拳法選抜大会でも優勝す
るなど、今後の活躍が期待さ
れる。

特別賞

大
おおだま

玉 華
か り ん

鈴
（西京高校３年、明木中卒）

　８月に開催された全国高等
学校陸上競技選抜大会で、女
子七種競技で優勝。全国高等
学校総合体育大会女子七種競
技でも２位入賞するなど、今
後の活躍が期待される。
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29

水
墨
画
家 

森
川
翠す
い
す
い水

さ
ん
に
感
謝
状
贈
呈

　

萩
市
小
川
出
身
で
、
東
京
で
活
躍

さ
れ
て
い
る
水
墨
画
家
、
森
川
翠
水

さ
ん
か
ら
32
点
も
の
書
、
水
墨
画
の

寄
附
を
い
た
だ
い
た
こ
と
か
ら
、
10

月
26
日
に
東
京
の
自
宅
で
感
謝
状
の

贈
呈
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
水
墨
画
は
、
８
月
に
市
民
館

で
実
施
さ
れ
た
個
展「
ふ
る
さ
と
萩
」

展
で
展
示
さ
れ
た
作
品
の
約
半
数
と

な
る
も
の
で
、
公
的
施
設
の
ほ
か
、

萩
・
明
倫
学
舎
や
文
化
財
施
設
に
展

示
す
る
予
定
で
す
。

森川翠水さん

特別賞

髙橋 怜
りょうや

也（31 歳 椿）

　５月に福島県で開催された
2017カヌーワイルドウォーター
ジャパンカップ第２戦と萩市で
開催された同第４戦で優勝。平
成27・28 年度の国民体育大
会でも優勝するなど、今後の
活躍が期待される。

特別賞

岡㟢 遥
は る か

海 （至誠館大学１年）

　2017カヌースラロームジャ
パンカップキョクヨーシリーズ
第４戦のカヤックシングルと
カナディアンシングルで優勝。
2017 年ジャパンカップ第６戦
でも同種目で優勝するなど、今
後の活躍が期待される。

明
倫
小
学
校
が
交
通
安
全
優
良
学
校
を
受
賞

　

明
倫
小
学
校
は
、
長
年
に
わ
た

り
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
見
守
り
隊
、
教
職
員

等
に
よ
る
登
下
校
時
の
交
通
指
導
や

地
域
ご
と
に
班
を
組
ん
で
行
う
集
団

登
校
な
ど
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
学
校
・
地
域
が

一
体
と
な
っ
た
交
通
安
全
活
動
を
行

い
、
児
童
の
安
全
を
守
っ
て
き
ま
し

た
。
ま
た
、
毎
年
、
警
察
官
を
招
い

た
自
転
車
教
室
や
交
通
教
室
を
行
う

な
ど
、
児
童
の
交
通
安
全
に
対
す
る

関
心
を
高
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
長
年
に
わ
た
る
活
動
に
対
し

て
、
県
内
で
１
校
の
み
と
な
る
交
通

安
全
優
良
学
校
に
受
賞
が
決
ま
り
ま

し
た
。

登下校時、交通指導を行い児童の安全を見守っています

全日本シニアバドミントン選手権大会
（11月17日〜20日 石川県）

30歳以上男子シン
グルス

（川上）阿武 知
ともひろ

弘

45歳以上男子シン
グルス

（椿）山本 隆
た か し

志

70歳以上女子シン
グルス、ダブルス

（三見）中村 迪
み ち こ

子

Ｊ
Ａ
あ
ぶ
ら
ん
ど
萩

が
和
牛
共
進
会
で
総

合
優
勝
！ 

　

10
月
27
日
、山
口
県
中
央
家
畜

市
場（
山
口
市
）で
山
口
県
畜
産
共

進
会
和
牛
共
進
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

管
内
か
ら
は
、和
牛
共
進
会
に

種
牛
区
７
頭
、枝
肉
区
８
頭
、計
15

頭
が
出
場
し
、各
出
品
区
で
上
位

入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

本
共
進
会
で
は
、阿
武
萩
管
内

（
Ｊ
Ａ
あ
ぶ
ら
ん
ど
萩
）が
平
成
23

グランドチャンピオン（農林水産大
臣賞）に輝いたみなつ４号と出品者

年
度
以
来
３
度
目
と
な
る
団

体
優
勝
を
獲
得
し
、畜
産
農

家
の
生
産
意
欲
の
向
上
に
大

き
く
寄
与
す
る
結
果
を
残
し

ま
し
た
。

◎
和
牛
共
進
会
の
入
賞
牛

【
黒
毛
和
種
若
牛
二
区
】

優
等
賞
二
席
：
み
つ
号　

石

橋
剛つ
よ
し（
須
佐
）

【
黒
毛
和
種
若
牛
三
区
】

優
等
賞
一
席
：
み
な
つ
４
号

赤
木
え
り
子
（
川
上
）

【
枝
肉
区
】

優
等
賞
二
席
：
長
沢
台
生
産

組
合
（
紫
福
）

【
女
性
審
査
競
技
】

第
１
位
：
蔵
田
百ゆ

り

え
合
江
（
小

川
）
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萩のお出かけ情報

シクラメンフェア福栄
地域

シクラメン、花苗の販売、全国配達

受付、新鮮野菜販売、各種出店など
■主催　福栄鉢物生産組合

12月２日㊏、３日㊐　午前９時〜午後２時

■ところ　道の駅「ハピネスふくえ」
内容

道の駅「ハピネスふくえ」（５２・０３５６）

萩イルミネフェスタ萩
地域

点灯セレモニー：11月25日（土）午後５時30分〜

▽椿西小学校有志によるハンドベル演奏、よさこいの競
演、先着 300 人 ( 子どものみ ) にお菓子をプレゼント、
ミニ SL 乗車体験、萩商工有志ダンス披露

11月25日㊏〜平成30年１月５日㊎
点灯時間：午後５時30分〜10時

■ところ　ＪＲ萩駅舎周辺

内容

萩イルミネフェスタ実行委員会　藤本
（０９０・７１２８・９３７２）

ふれあいステーション須佐
イルミネーション

須佐
地域

点灯セレモニー：12 月２日（土）午後５時〜　

▽豚汁や焼き鳥などの屋台やサンタさんのプレゼントなど

12月２日㊏〜平成30年１月３日㊌
点灯時間：午後５時〜10時

■ところ　ＪＲ須佐駅前

内容

須佐おもてなし協会（０８３８７・６・２２１９）

萩市オリジナル年賀ハガキ
　毎年限定販売している「萩市オリジナル年賀ハガキ」を今年も販売します。
　いよいよ明治維新１５０年を迎える２０１８年、スタートを飾る年賀状に
はぜひ「萩市オリジナル年賀ハガキ」を活用いただき、記念すべき年を全国
に広くＰＲしましょう！
■発売日　11 月 20 日（月）※予約受付は行いません。
■価格　１枚 52 円
■販売枚数　１万５０００枚限定
※ハガキはインクジェット紙で、なくなり次第販売を終了します。
■販売所　市役所本庁総合案内、各総合事務所地域振興部門、支所・出張所、
萩市観光協会
■問い合わせ　観光課（２５・３１３９）

月 20 日 販 売 開 始1 1

市民提案型事業 「みんなの150年プロジェクト」
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１５０年前の若者たちの「志」とは？
薩長「志」シンポジウムを開催

　明治維新１５０年の記念の年を目前に控え、10 月 29 日、
命がけで密航した長州ファイブや薩摩スチューデントに何を
学び、その進取の精神を現代にどういかすかについて考える
シンポジウムを開催しました。午前の部では、長州ファイブ
や山尾庸三の展示を実施中の萩・明倫学舎と萩博物館におけ
るトークセッション、そして、午後の部では、萩市民館で、
萩市と友好都市・鹿児島市の若者たち総勢 10 人によるパネ
ルディスカッションをはじめ、鹿児島県専門員の吉満庄司さ
んと東進ハイスクール講師の林修さんの基調講演を行いまし
た。一日を通して、先人の偉業に思いを馳せるとともに、高
い「志」のある若者たちを育て、次代を担うひとづくりに向け、
一人ひとりが何をすべきか考える貴重な機会となりました。
■問い合わせ　企画政策課（２５・３３４２）

　検定合格者の集いである萩ものしり修士・博士
の会では、会員が調査・研究したことを発表し、
お互いに学びあうための講座を開催しています。
　通常は会員向けの開催ですが、今回は一般の方
も参加できます。
■とき　12 月９日（土）午後１時〜４時（受付
午後０時 30 分〜）
■ところ　萩博物館
■演題「長州の先覚者 船

ふなこしせいぞう

越清蔵」、「松陰先生を
追いかけて」、「四境戦争勝利のわけ？」（各約 40
分）
■定員　20 人（先着順）
■参加料　３００円（資料代、お茶・お菓子代）
■主催・申し込み　11 月 16 日〜 30 日に、ま
ちじゅう博物館推進課内 萩ものしり修士・博士
の会事務局（２５・３２９０）へ

萩ものしり修士・博士の会 
手作り講座

大板山たたら製鉄遺跡
秋のたたらまつりを開催

　10 月 29 日に大板山たたら製鉄遺跡周辺で、秋のた
たらまつりが開催されました。
　あいにく小雨が降る天候の中での開催となりました
が、大板山ミニたたらで鉄作りの実演があり、参加者は
興味深そうに見入っていました。
　砂鉄 29kg と木炭 60kg を燃やし、火入れから約５時
間かけて出来上がったケラ（鉄の塊）の取り出しの瞬間
には歓声があがりました。
　実行委員会では「大板山たたらを PR するため、今後
も活動を続けたい」と意気込みを語りました。

萩・明治維新150年祭「市民提案型事業」国指定重要文化財
大照院本堂等保存修理が完了

　大照院の本堂と経蔵の保存修理が完了し、11 月 4 日、
本堂で竣工式が行われました。本堂と経蔵は、老朽化や
屋根の雨漏り、シロアリの被害等が深刻になったため、
平成 22 年度に保存修理に着手し、10 月末までにすべて
の工事が完了しました。総事業費は約11億8500万円で、
国が85％、県が7.5％を補助し、残りの金額のうち3.75％
ずつを萩市と大照院が負担。
　落慶法要は平成 30 年４月７日で、４月 15 日頃から
一般に開放される予定です。

▷パネルディスカッションで意見を
発表する萩市と鹿児島市の若者たち

▼修理が完了した本堂

◀修理前の本堂

ミニたたらでの鉄作り
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区分 面積・金額
土地 4,988,342㎡
建物 434,883㎡
山林 138,493,219㎡
有価証券 9,347 万円
出資による権利 5 億 8,175 万円
債権 10 億 6,106 万円

基金
現金 134 億 7,037 万円
土地 1 億 9,062 万円
現物 75 万円

会計名 予算現額 収入率（％） 支出率（％） 市債残高 市債構成比
（％）

一般会計 319 億 2,864 万円 47.0 32.9 260 億 5,505 万円 84.9
土地取得事業 200 万円 36.6 36.3 ー ー
国民健康保険事業（事業勘定） 80 億 8,144 万円 37.9 42.2 ー ー
国民健康保険事業（直診勘定） 7 億 7,125 万円 20.9 37.5 2 億 3,203 万円 0.8
休日急患診療事業 9,740 万円 17.4 31.8 ー ー
後期高齢者医療事業 9 億 6,135 万円 29.7 28.6 ー ー
介護保険事業 66 億 3,704 万円 40.3 38.7 ー ー
農業集落排水事業 6 億 2,462 万円 4.3 35.6 25 億 7,040 万円 8.4
漁業集落排水事業 4 億 8,124 万円 6.2 27.5 17 億 1,555 万円 5.6
林業集落排水事業 210 万円 8.4 15.7 631 万円 0.0
特定地域生活排水事業 4,701 万円 5.8 42.2 6,900 万円 0.2
個別排水事業 960 万円 8.6 27.1 3,972 万円 0.1
駐車場事業 820 万円 42.2 43.6 ー ー

一般会計・
特別会計の
執行状況

財政状況の公表平成 29 年度
上半期

財政課（２５・３４６９）
財産管理課（２５・３１４３）問い合わせ

市では、毎年度、上半期と下半期の年２回、予算の執行状況など財政状況を公表しています。
　一般会計予算額は、当初予算に 299 億 9,000 万円を計上し、その後の３回の予算補正（７億 3,822
万円）と平成 28 年度からの繰越明許費など（12 億 42 万円）を加え、９月末現在で総額 319 億 2,864
万円となっています。
　特別会計とは、国民健康保険事業など特定の目的をもって事業を行う場合に、その収支を明確にす
るための独立した会計をいいます。企業会計の病院事業と水道事業および下水道事業（公共、特定環
境）を除く 12 の特別会計の当初予算総額は 172 億 7,490 万円で、その後の予算補正（３億 3,708 万円）
と平成28年度からの繰越明許費（１億1,126万円）を加え、９月末現在で総額177億2,325万円となっ
ています。

市有財産の
状況

　市では遊休財産のうち不要となった財産につい
て、維持管理経費の削減と財源確保の観点から積極
的に処分または貸付を行っています。
※水道事業会計、下水道事業会計および病院事業会
計に属する財産は含んでいません。

一時借入金
の状況

　一時借入金とは、一時的に資金が不足する場合に
短期間借入するものです。
　平成 29 年９月末現在、一時借入金はありません。

市債残高の
状況

　市債とは、道路や下水道など公共施設の建設の際に、一時的に多くの資金を必要とする場合に認め
られる長期借入金のことです。その借入金を元利償還という形で長期間（１～ 40 年）にわたって返
済することにより、世代間の住民負担を公平にする役割を果たしています。

万が一に備え、萩市消防署が特殊災害（Ｃ災害）対応訓練を実施
　10 月 10 日、11 日、サンライフ萩・土原グラウンドで特
殊災害対応訓練を実施しました。
　この訓練は、特殊災害現場で、負傷者に対し適切な救助活
動ができるよう、各部隊との連携や現有資器材（化学防護服、
除染テント等）の能力把握や被害拡大防止、特殊災害に対す
る技術などの向上を図るため実施しました。
　訓練では、バスに乗車した不審者が薬剤を撒き、意識を失っ
た乗客などを救出する想定で行われました。

化学防護服に身を包み救護や毒物処理の訓練をする様子

萩市消防署（２５・２７７４）問い合わせ

※「特殊災害」とは、サリン、ＶＸガス等の化学剤に起因する災
害で、意図的に起こされたもの、事故、事件の総称。
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国民健康保険 医療費の適正化にご協力ください！
市民課保険年金係（２５・３１４７）問い合わせ

　国民健康保険事業の財政運営は医療費の増加により、非
常に厳しい状況にあります。
　平成 28 年度は、１人当たり医療費が 417,176 円で、診
療報酬の改定などから平成 27 年度より減少しました。
　しかし、平成 29 年度は、8 月診療分までで推計した１
人当たり医療費は、前年度と比較して 6.7％の増となって
おり、過去最高の額となる見込みです。この要因は被保険
者の高齢化や医療の高度化などが考えられますが、医療機
関を受診するときの１人ひとりの心がけが、医療費と自己
負担額の節減につながります。
　また、医療費の増額は、保険料の増額にもつながります
ので、みなさんに心掛けていただきたい点を紹介します。

■重複受診はやめましょう

■薬のもらい過ぎに注意しましょう
■特定健診を受診しましょう

■整骨院は正しく受診しましょう

■ジェネリック医薬品を利用しましょう
　ジェネリック医薬品（後発医薬品）は厚生労働省によ
り新薬（先発医薬品）と効き目や安全性が同等と認めら
れたものです。新薬に比べて安価なため、医療給付費と
ともに自己負担も節減することができます。
　希望される場合は、医師・薬剤師にご相談ください。

　同じ病気で複数の医療機関を紹介なく受診することを
重複受診といいます。医療費の増大だけでなく、何度も
検査や処置、投薬などを受けることで体に負担がかかる
可能性もあります。まずはかかりつけ医に相談し、必要
な場合は適切な医療機関の紹介を受けてください。

　薬は用量・用法を守って服用しましょう。薬の飲み合
わせによっては副作用が生じることがあります。薬局で
もらう「お薬手帳」を活用し、処方されている薬を医師
や薬剤師に伝え、薬の重複や飲み合わせを確認してもら
いましょう。

　重症化につながる生活習慣病を早期発見・予防し、そ
の後かかる医療費負担を抑えることができます。

　整骨院での施術は、健康保険が使える範囲が限られて
います。施術を受ける際に保険適用できるか柔道整復師
に相談し適正な受診をお願いします。

萩市の国民健康保険の推移（１人あたり医療費：円）

　
　

◎タイヤロックとは？
　差押えした自動車等のホイール部分を専用の装置
で固定し移動できなくする装置です。
　タイヤロック後、一定期間経過しても完納されな
い場合は、自動車等の公売を実施し、売却代金から
滞納処分費を差引いた残額を滞納分に充てます。
　なお、タイヤロックや公示書の破損等を行った場
合は法律で罰せられます。

　市税等を公平に負担していただくため、再三の催
告に応じず、納付について誠意が認められない個人・
法人に対して預貯金、給与、生命保険、売掛金など
の差押えを実施していましたが、滞納処分の強化の
ため、今年度よりタイヤロックによる自動車等の差
押えを導入しました。

滞納処分強化のため、タイヤロックを導入しました
収納課（２５・３２０９）問い合わせ

　
　滞納処分のながれ

➡

➡

➡

督 促 状 　納期内に納付がない場合、督促状を発送

財産調査　税法の「質問および検査」に基づく調査

差　　押　財産調査で発見した財産の差押

差押えした財産を「公売・取立て」等の手続
きにより現金に換え滞納に充てる

換　　価
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学芸職員 一般行政職 見島診療所看護師・医療事務

平成29年度

※萩市内に居住できる方に限ります。
※学芸職員の受験資格および一次試験の書類審査に係る提出書類については、募集要項を確認ください。

☆上記のほか、市民病院看護師・薬剤師は随時募集しています。

募集職種 募集人員 受験資格 募集期間 試験日 第1次試験内容 採用予定日

学芸職員
（生物系） １人

昭和 53 年 4 月 2日以降に生まれた方（39
歳以下）で、大学または大学院において、生
物学、生物の分類学・生態学またはこれに
関係の深い科目を履修し卒業・修了した方

（必ずしも専門でなくても良いが、昆虫など
の陸上動物に関する基礎知識も有すること）
大学または大学院を卒業・修了後、博物館、
動物園、水族館、民間会社等で生物に関す
る展示など普及活動に関して豊富な経験と
実績を有する方

11月15日
～

12月15日

【第1次試験】
書類審査
提出期限
平成30年１月5日㈮

【第2次試験】
とき：平成30年2月中旬
ところ：萩市役所
内容：個人面接
　　　小論文

書類審査
（提出書類につ
いては、募集要
項を確認くださ
い）

平成 30 年
４月１日

一般行政職 若干名

昭和 57 年 4 月 2日以降に生まれた方（35
歳以下）で４年制大学を卒業した方または平
成 30 年３月に卒業見込みの方
◦平成 2 年 4月1日以前に生まれた方は、民
間企業等における職務経験が５年以上有る方
ただし、今年度萩市職員採用試験不合格者
は応募できません

【第1次試験】
とき：平成30年1月14日㈰
ところ：萩市役所

【第2次試験】
とき：平成30年2月中旬
ところ：萩市役所
内容：集団討論、個人面接

教養試験
作文
集団面接
職場適応性検査
事務適性検査

見
島
診
療
所

看護師・
准看護師 １人

昭和 42 年４月２日以降に生まれた方（50 歳
以下）、見島に居住できる方
▷看護師・准看護師の場合：看護師または
准看護師資格を有する方
▷医療事務の場合：高校以上を卒業した方
で医療事務の実務経験がある方

募集人員
に達する
まで

とき：応募者と調整
ところ：萩市役所
※第2次試験はありませ
ん。

作文
個人面接

医療事務 １人

総務課人事係（２５・１２３９）問い合わせ

■申込方法　次の提出書類を〒 758-8555 萩市総務課人
事係へ郵送または直接持参してください。
　募集要項、受験申込書、受験票は、総務課人事係に請
求されるか、萩市ホームページからダウンロードできます。
■提出書類　①受験申込書（写真を貼付）、②一般行政
職は受験票（62 円切手を貼付）、一般行政職以外は長３
の封筒に住所・氏名を記入（82 円切手を貼付）、③最終

学校卒業（見込）証明書、④最終学校成績証明書、⑤看
護師・准看護師にあっては当該免許証の写し
※郵送の場合は、封書に「職員採用試験提出書類在中」
と朱書きして簡易書留でお送りください。当日消印有効。
※直接持参の場合は、募集期間中の土・日曜日、祝日を
除く午前８時 30 分から午後５時 15 分の間にご持参く
ださい。

多くの方の応募をお待ちしています。

職種 必要な資格等 募集人員 雇用期間 勤務場所 勤務時間等 報酬 募集期間

看護師
看護師免許
または准看
護師免許

2 人

平成30年3月31日
まで
※4月1日以降も継
続雇用の可能性あり

大島
診療所

（大島）

8：30～17：15のうち、7時間
45分以内勤務（月〜金曜日の
週5日勤務）
交代で夜間・休日の急患対応
あり、大島に居住できる方

（住宅は応相談）

日額 7,900 円 募集人員に
達するまで

萩市一般職非常勤職員 募集

■応募資格　市税等の滞納の無い方（滞納がある場合は３カ月以内の完納が見込める方）
■選考方法　書類選考・面接
■応募方法　市販の履歴書（写真を貼付）に、免許の写しと同意書（総務課備え付け。萩市ホームページからダウンロー
ド可）を添えて、郵送または持参
■申し込み　〒 758-8555　萩市総務課人事係（２５・１２３９）
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酒
は
百
薬
の
長
と
言
わ
れ
ま
す
。
花
見

酒
、
月
見
酒
、
雪
見
酒
と
風
流
な
言
葉
も

あ
り
、
古
来
よ
り
お
酒
は
生
活
や
文
化
の

一
部
と
し
て
愛
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
適
量

で
あ
れ
ば
ス
ト
レ
ス
発
散
に
な
っ
た
り
元

気
が
出
て
き
た
り
な
ど
、
良
い
効
果
が
あ

り
ま
す
。
お
酒
の
香
り
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
で

き
た
り
も
す
る
で
し
ょ
う
。
歓
迎
会
、
送

別
会
な
ど
で
適
量
の
ア
ル
コ
ー
ル
が
入
る

と
よ
り
し
ゃ
べ
り
や
す
く
な
り
、
人
間
関

係
が
円
滑
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
適

量
で
あ
れ
ば
心
血
管
疾
患
が
減
る
と
も
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
多
す
ぎ
る
と
身
体
的
、
精
神

的
、
社
会
的
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

◎
適
量
を
過
ぎ
れ
ば
デ
メ
リ
ッ
ト

　

も
と
も
と
ア
ル
コ
ー
ル
は
人
間
に
と
っ

て
は
毒
物
で
す
。
適
量
を
過
ぎ
れ
ば
デ
メ

リ
ッ
ト
が
目
立
ち
ま
す
。

　

ア
ル
コ
ー
ル
の
作
用
に
抑
制
が
取
れ

る
、
理
性
が
失
わ
れ
る
、
判
断
力
が
低
下

す
る
、
集
中
力
が
低
下
す
る
、
動
体
視
力

が
低
下
す
る
、
運
動
を
司
る
神
経
が
鈍
く

な
り
体
の
平
衡
感
覚
が
乱
れ
る
な
ど
が
あ

り
ま
す
。
た
と
え
少
量
の
ア
ル
コ
ー
ル
で

も
（
個
人
差
は
あ
り
ま
す
が
）
さ
ま
ざ
ま

な
能
力
低
下
が
予
想
さ
れ
る
た
め
「
飲
ん

だ
ら
乗
る
な
、乗
る
な
ら
飲
む
な
」
で
す
。

　

短
時
間
で
多
量
飲
酒
を
す
る
と
急
性
ア

ル
コ
ー
ル
中
毒
と
な
り
、
死
亡
の
原
因
と

も
な
り
ま
す
。
長
期
間
の
飲
酒
で
は
、
肝

臓
疾
患
、
脳
・
心
臓
血
管
疾
患
、
が
ん
、

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
な
ど
多
く
の
疾
患
が

引
き
起
こ
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
疾
患
は

自
覚
症
状
が
ほ
と
ん
ど
無
い
ま
ま
に
進
行

し
て
し
ま
う
た
め
、
定
期
的
な
健
康
診
断

で
早
期
発
見
、
早
期
治
療
が
必
要
で
す
。

　

ぜ
ひ
皆
さ
ん
、
お
近
く
の
医
療
機
関
で

健
康
診
断
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の

で
、
ご
自
分
の
健
康
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
し

て
く
だ
さ
い
。

◎
適
量
と
は
ど
れ
く
ら
い

　

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
は
、
精
神
的
・
身

体
的
健
康
を
害
す
る
だ
け
で
は
無
く
、
社

会
へ
の
適
応
力
を
低
下
さ
せ
、
本
人
だ
け

で
は
無
く
家
族
な
ど
周
囲
の
人
々
に
深
刻

な
影
響
を
与
え
ま
す
。
治
療
は
断
酒
し
か

な
く
、
精
神
科
的
・
社
会
的
ア
プ
ロ
ー
チ

が
必
要
で
す
。
内
科
の
み
で
は
十
分
な
治

療
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

さ
て
、
適
量
と
は
ど
れ
く
ら
い
な
の
で

し
ょ
う
か
。
日
本
人
男
性
を
対
象
と
し
た

研
究
で
は
、
平
均
し
て
２
日
に
日
本
酒
な

ら
１
合
、
ビ
ー
ル
な
ら
５
０
０
ml
程
度
、

す
な
わ
ち
純
ア
ル
コ
ー
ル
で
約
20
ｇ
程
度

の
飲
酒
す
る
者
が
、
死
亡
率
が
最
も
低
い

と
す
る
結
果
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
２

日
で
20
ｇ
の
ア
ル
コ
ー
ル
な
の
で
、
今
日

飲
ん
だ
ら
明
日
は
飲
ま
な
い
よ
う
に
し
、

必
ず
休
肝
日
を
設
け
る
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
欧
米
の
研
究
で
は
女
性
は
純
ア

ル
コ
ー
ル
で
約
９
ｇ
程
度
の
飲
酒
す
る
者

が
死
亡
率
が
低
い
と
報
告
さ
れ
て
お
り
、

女
性
は
男
性
よ
り
も
少
な
い
量
が
適
量
と

思
わ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
妊
娠
を
し
て
い

る
女
性
は
お
腹
の
赤
ち
ゃ
ん
へ
の
影
響
が

あ
る
た
め
、
飲
酒
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　

他
に
も
少
量
の
飲
酒
で
す
ぐ
に
顔
が
赤

く
な
る
な
ど
ア
ル
コ
ー
ル
代
謝
能
力
が
低

い
と
思
わ
れ
る
人
、
代
謝
機
能
が
低
下
し

て
い
る
高
齢
者
、
も
と
も
と
飲
酒
習
慣
の

無
い
人
は
、
よ
り
少
な
い
量
が
適
量
と
な

り
ま
す
。

　

年
末
年
始
は
忘
年
会
、
新
年
会
が
あ
り

ま
す
。
春
に
な
れ
ば
送
別
会
、
歓
迎
会
が

あ
り
ま
す
。
通
常
よ
り
飲
酒
す
る
機
会
が

増
え
ま
す
。
ア
ル
コ
ー
ル
摂
取
量
が
多
い

と
思
う
人
は
、
定
期
的
な
健
康
診
断
を

受
け
て
自
分
の
健
康
状
態
を
き
ち
ん
と

チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

種類 量 ｱﾙｺｰﾙ
度数

ｱﾙｺｰﾙ
換算量

ビール 350ml、
中ジョッキ500ml 5% 14g

20g
日本酒 1 合　180ml 14% 20g
焼酎 1 合　180ml 25% 36g

ワイン
ﾜｲﾝｸﾞﾗｽ 120ml
ﾊｰﾌﾎﾞﾄﾙ 375ml
ﾌﾙﾎﾞﾄﾙ　750ml

12%
12g
36g
72g

ウイスキー
ブランデー
ジン
ウオッカ
ラム

シングル 30ml

43%

10g
ダブル 60ml 20g
ポケット瓶 
180ml 62g
ボトル半分 
360ml 124g

アルコール換算表
アルコール量 ＝ 飲んだ酒の量 (ml) × 酒の
アルコール度数 × 0.8( アルコールの比重 )

147

萩
市
民
病
院　

☎
０
８
３
８
・
２
５
・
１
２
０
０

萩市民病院

医師：松本  賢
まさはる

治
専門：消化器内科

ア
ル
コ
ー
ル
と
上
手
に
つ
き
あ
い
ま
し
ょ
う
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　エ
コ
プ
ラ
ザ
・
萩
情
報

○
エ
コ
プ
ラ
ザ
・
萩

来
館
者
８
万
人
達
成
！

　

10
月
15
日
の
エ
コ
プ
ラ
ザ
・
萩

秋
ま
つ
り
で
、
来
館
者
が
８
万
人

を
達
成
し
ま
し
た
。

　

８
万
人
目
の
来
館
者
と
な
っ
た

西
村
潤じ
ゅ
んく
ん
（
椿
東
）
に
、
古
布

で
作
っ
た
象
の
ぬ
い
ぐ
る
み
と
萩

焼
の
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

○
不
用
品
活
用
銀
行

■
お
ゆ
ず
り
し
ま
す

学
習
机
、
コ
タ
ツ
、
ス
ニ
ー
カ
ー
、

ス
テ
ア
リ
ン
グ
ホ
イ
ー
ル
、植
木
、

萩
西
中
学
校
女
子
ス
カ
ー
ト
・
体

操
ズ
ボ
ン
、
萩
東
中
学
校
男
子
制

服
、
冷
凍
庫

■
お
ゆ
ず
り
く
だ
さ
い

折
り
た
た
み
自
転
車
、洗
濯
機
、

テ
ー
ブ
ル
イ
ス
、学
習
机
、本
棚
、

テ
レ
ビ
台
、ソ
フ
ァ
、男
児
自
転

車
、空
気
清
浄
機

◆
登
録
は
３
カ
月
間
。
登
録
者
と

直
接
交
渉
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

希
望
者
は
、
エ
コ
プ
ラ
ザ
･
萩
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
交
渉
が
成
立

し
た
場
合
や
登
録
を
取
り
消
さ
れ

る
場
合
も
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
リ
サ
イ
ク
ル
講
座

○
干
支
作
り
講
座

■
と
き　

12
月
10
日
（
日
）
午
前

10
時
〜
午
後
３
時

■
内
容　

古
布
で
、
来
年
の
干
支

を
作
る

■
定
員　

30
人
程
度
（
応
募
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

■
参
加
料　

１
０
０
円
（
材
料
費

別
）

■
申
込
方
法　

11
月
26
日（
必
着
）

ま
で
に
、往
復
ハ
ガ
キ
で
申
し
込
み

◎
休
館
日　

毎
週
水
曜
日
、
毎
月

第
２
木
曜
日

問
い
合
わ
せ

〒
７
５
８
︲
０
０
１
１　

萩
市
椿
東

４
７
０
３
︲
49　

エ
コ
プ
ラ
ザ
・
萩

（
２
４
・
５ゴ

ミ
ゼ
ロ
ゼ
ロ

３
０
０
）

平
成
30
年
版
山
口
県
民
手

帳 

販
売
中

　

山
口
県
の
基
本
的
な
統
計
デ
ー

タ
、
観
光
ガ
イ
ド
や
県
内
郵
便
番

号
一
覧
表
な
ど
、
日
常
生
活
に

役
立
つ
情
報
が
満
載
で
、
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
帳
や
日
記
帳
と
し
て
活

用
で
き
ま
す
。

■
価
格　

５
５
０
円
（
税
込
）

■
販
売
所　

企
画
政
策
課
、
各
総

合
事
務
所
地
域
振
興
部
門
、支
所
・

出
張
所

問
い
合
わ
せ

企
画
政
策
課
（
２
５
・
３
４
３
１
）

萩
医
療
圏
に
認
知
症
疾
患

医
療
の
拠
点
を
設
置

　

認
知
症
の
方
や
そ
の
家
族
が
住

み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
す
る
た
め

の
支
援
の
１
つ
と
し
て
、
10
月
１

日
に
、
萩
病
院
が
山
口
県
か
ら
認

知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
の
指
定

を
受
け
ま
し
た
。

　

今
後
、
認
知
症
に
対
し
て
、
協

力
医
療
機
関
と
と
も
に
地
域
の
医

療
・
介
護
・
行
政
機
関
と
連
携
を

取
っ
て
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

（
医
）
水
の
木
会 

萩
病
院

（
２
５
・
１
４
９
８
）

県
営
住
宅
入
居
者

■
募
集
団
地

◦
中
津
江　

３
戸

◦
無
田
ヶ
原　

２
戸

◦
第
二
無
田
ヶ
原　

２
戸

◦
金
谷　

１
戸

■
入
居
予
定
時
期　

平
成
30
年
１

月
下
旬
頃

■
応
募
資
格　

次
の
要
件
を
す
べ

て
満
た
し
て
い
る
方

①
住
宅
困
窮
者

②
同
居
親
族
が
あ
る
（
住
宅
に

よ
っ
て
は
、
高
齢
者
な
ど
一
定
の

要
件
を
備
え
て
い
る
場
合
、
単
身

入
居
も
可
）

③
収
入
基
準
に
適
合
し
て
い
る

④
申
込
者
、
同
居
し
よ
う
と
す
る

親
族
が
暴
力
団
員
で
な
い

■
受
付
期
間　

11
月
20
日
〜
30
日

（
消
印
有
効
）

■
申
込
方
法　

山
口
県
施
設
管
理

財
団
山
口
支
所
、
萩
立
寄
所
（
萩

総
合
庁
舎
２
階
）、
萩
市
建
築
課

備
え
付
け
の
申
込
書
を
郵
送

申
し
込
み

山
口
県
施
設
管
理
財
団
山
口
支
所

（
０
８
３
・
９
３
４
・
２
０
０
４
）

親
子
の
ふ
れ
あ
い
交
流
会

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
親
子
の
絆
を

一
層
深
め
て
も
ら
う
た
め
の
交
流

会
で
す
。

■
と
き　

12
月
17
日
（
日
）
午
前

10
時
30
分
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　

ユ
ー
ズ
ボ
ー
ル
萩
店

◎犬猫譲渡会
■とき　11 月 26 日（日）
　午前 10 時～午後１時
※毎月　第４日曜日開催。
■ところ　エコプラザ・萩

主催・問い合わせ
　わんにゃんＨＡＧＩ
　（０７０・３７７１・６２５４）

８万人目の来館者
の西村潤くん〔左〕
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※
送
迎
が
必
要
な
場
合
は
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

■
内
容　

親
子
で
楽
し
く
ボ
ウ
リ

ン
グ
と
カ
ラ
オ
ケ
交
流（
昼
食
込
）

■
対
象
者　

市
内
在
住
の
ひ
と
り

親
家
庭
、
ま
た
は
こ
れ
に
準
ず
る

家
庭
の
親
子

■
定
員　

30
人
程
度
（
先
着
順
）

■
参
加
料　

１
世
帯
１
０
０
０
円

■
主
催　

萩
市
母
子
寡
婦
福
祉
連

合
会申

し
込
み

12
月
４
日
ま
で
に
、
萩
市
社
会

福
祉
協
議
会
（
２
２
・
２
２
８
９
）

ま
た
は
各
社
協
事
務
所
へ

「
萩
市
川
上
地
域
食
材
供
給

施
設
」
レ
ス
ト
ラ
ン
経
営

者
募
集
（
再
募
集
）

■
と
こ
ろ　

萩
市
川
上
４
８
９
２

︲
１
（
萩
阿
武
川
温
泉
と
な
り
）

■
出
店
条
件　

▽
営
業
日
＝
原
則

と
し
て
、毎
週
火
曜
日
お
よ
び
年

末
年
始（
12
月
31
日
〜
１
月
１
日
）

以
外
の
日
、▽
営
業
時
間
＝
原
則

と
し
て
午
前
10
時
〜
午
後
10
時

※
火
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
営
業

し
ま
す
。
営
業
時
間
の
短
縮
・
延

長
等
は
可
能
。
地
域
食
材
の
利
用

促
進
に
努
め
る
こ
と
。

■
応
募
資
格　

飲
食
店
営
業
許
可

の
あ
る
個
人
・
団
体
（
市
内
業
者

を
優
先
）

■
応
募
期
間　

11
月
15
日
〜
12
月

15
日

■
応
募
方
法　

川
上
総
合
事
務
所

産
業
振
興
部
門
に
備
え
付
け
の
申

込
書
等
を
郵
送
、
持
参

■
選
考
方
法　

関
係
機
関
に
よ
る

審
査
会
に
よ
り
審
査
・
決
定
。

※
店
舗
見
学
を
希
望
さ
れ
る
場
合

は
、
連
絡
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み

〒
７
５
８
‐
０
１
４
１　

萩
市
川

上
４
４
６
２
‐
１　

川
上
総
合
事

務
所
産
業
振
興
部
門（
５
４
・
２
１

２
１
）

ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
作
り

教
室

■
と
き　

12
月
10
日
（
日
）
午
前

９
時
15
分
〜
正
午（
受
付
９
時
〜
）

■
と
こ
ろ　

田
床
山
セ
ン
タ
ー
ハ

ウ
ス

※
現
地
集
合
。

■
内
容　

田
床
山
に
自
生
す
る
木

の
実
な
ど
を
利
用
し
た
ク
リ
ス
マ

ス
リ
ー
ス
作
り

■
定
員　

先
着
30
人

■
持
参
品　

水
筒
（
飲
み
物
）、

作
業
着
（
汚
れ
て
も
よ
い
服
装
）

■
参
加
料　

２
０
０
円（
材
料
費
）

主
催
・
申
し
込
み

12
月
４
日
ま
で
に
、
農
林
振
興
課

（
２
５
・
４
１
９
４
）
へ

「
萩
元
気
食
の
会
」
の
教
室

◎
郷
土
料
理
教
室

　

市
の
伝
統
的
な
食
文
化
を
地
域

の
宝
と
し
、
共
に
次
世
代
に
伝
え

て
い
く
た
め
の
料
理
教
室
で
す
。

■
と
き　

11
月
28
日
（
火
）
午
前

10
時
〜
午
後
１
時

■
と
こ
ろ　

萩
市
保
健
セ
ン
タ
ー

■
内
容　

鮎
飯
、
金
太
郎
の
南
蛮

漬
け
、
五
目
お
か
ら
、
い
と
こ
煮

作
り

■
定
員　

25
人
（
先
着
順
）

■
参
加
料　

１
人
５
０
０
円

■
申
込
受
付
開
始
日　

11
月
16
日

◎
パ
ン
教
室

■
と
き　

12
月
６
日
（
水
）
午
前

９
時
30
分
〜
午
後
１
時

■
と
こ
ろ　

市
民
館

■
内
容　

ク
リ
ス
マ
ス
に
ぴ
っ
た

り
の
パ
ン
な
ど
を
作
る

■
定
員　

15
人
（
先
着
順
）

■
参
加
料　

１
人
８
０
０
円

■
申
込
期
間　

11
月
16
日
〜
12
月

１
日

■
主
催　

い
ず
れ
も
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

萩
元
気
食
の
会

申
し
込
み

観
光
課
（
２
５
・
３
１
３
９
）

ひ
き
こ
も
り
を
考
え
る

フ
ォ
ー
ラ
ム

　

ひ
き
こ
も
り
の
理
解
と
連
携
を

深
め
る
た
め
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開

催
さ
れ
ま
す
。

■
と
き　

12
月
10
日
（
日
）
午
後

１
時
30
分
〜
４
時
（
受
付
は
午
後

１
時
〜
）

■
と
こ
ろ　

シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国

（
岩
国
市
）

■
内
容　

講
演
「
ひ
き
こ
も
り
家

庭
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
〜
い
ま
家
族

が
で
き
る
こ
と
〜
」
▽
五い
お
が
わ

百
川
篤あ
つ

子こ（
特
定
社
会
保
険
労
務
士
、フ
ァ

イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
）、

講
演
「
ひ
き
こ
も
り
の
理
解
と
対

応
〜
本
人
へ
の
関
わ
り
方
と
家
族

の
で
き
る
こ
と
〜
」
▽
原
田
豊
ゆ
た
か

（
鳥
取
県
立
精
神
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
所
長
、
精
神
科
医
）

■
入
場
料　

無
料
（
申
込
不
要
）

※
手
話
通
訳
・
要
約
筆
記
あ
り
。

問
い
合
わ
せ

山
口
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
０
８
３
５
・
２
７
・
３
４
８
０
）

日 開 議 日　程
11月29日

（水） 10：00 会期の決定、諸報告、議案上程

30日（木） 10：00 議案質疑、委員会付託

12月4日（月）
～6日（水）       10：00 一般質問

8日（金）
11日（月） 10：00 各常任委員会

14日（木） 10：00 委員長報告・質疑・討論・表決

■とき　11月29日（水）〜12月14日（木）
■ところ　萩市議会議場

※議会は傍聴することができます。
※日程は変更になることがあります。

問い合わせ　議会事務局（２５・３１４４）

12月定例会
萩 市 議 会
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萩
の
ツ
バ
キ
を
学
ぶ
講
座

受
講
生

　

市
の
花
で
あ
る「
椿
」に
つ
い
て

学
習
し
、萩
に
自
生
す
る
品
種
や

２
０
０
０
種
類
と
言
わ
れ
る
園
芸

品
種
な
ど
を
自
分
の
手
で
増
や
し

育
て
る
技
術
を
学
ぶ
講
座
で
す
。

■
対
象
者　

あ
る
程
度
の
歩
行
に

耐
え
ら
れ
る
健
康
な
方

■
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

■
受
講
料　

１
５
０
０
円
（
材
料

費
等
）

主
催
・
申
し
込
み

11
月
15
日
〜
30
日
に
、
都
市
計
画

課
花
と
緑
の
推
進
室（
２
５
・
３
１

６
０
）
へ

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座

　

認
知
症
の
原
因
や
症
状
、
予
防

法
、
対
応
、
地
域
で
の
見
守
り
な

ど
を
わ
か
り
や
す
く
学
び
ま
す
。

■
と
き　

12
月
３
日
（
日
）
午
後

１
時
30
分
〜
３
時

■
と
こ
ろ　

市
民
館

■
講
師　

認
知
症
キ
ャ
ラ
バ
ン
・

メ
イ
ト

■
受
講
料　

無
料

申
し
込
み

12
月
１
日
（
当
日
受
付
可
）
ま
で

に
、
西
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
２
５
・
３
５
２
１
）
へ　

ほ
う
ふ
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
個
別
職
業
相
談

　

就
職
活
動
に
つ
い
て
の
個
別
相

談
や
適
職
診
断
を
行
い
ま
す
。

◎
個
別
職
業
相
談

■
と
き　

11
月
15
日
（
水
）、12
月

15
日
（
金
）①
午
前
11
時
〜
、②
午

後
１
時
〜
、③
午
後
２
時
〜
、④
午

後
３
時
〜

※
時
間
予
約
制
。

■
と
こ
ろ　

市
民
館

◎
適
職
診
断

■
と
き　

11
月
22
日
（
水
）、12
月

20
日
（
水
）①
午
後
１
時
〜
、②
午

後
１
時
30
分
〜
、③
午
後
２
時
〜
、

④
午
後
２
時
30
分
〜
、⑤
午
後
３

時
〜
、⑥
午
後
３
時
30
分
〜

※
時
間
予
約
制
。

■
と
こ
ろ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
萩 

■
対
象
者　

39
歳
以
下
の
方

■
相
談
料　

無
料（
厚
生
労
働
省
・

山
口
県
委
託
事
業
）

※
守
秘
義
務
は
厳
守
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

ほ
う
ふ
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
（
０
８
３
５
・
２
８
・
３
８

０
８
）

萩
光
塩
学
院
バ
ザ
ー

■
と
き　

11
月
23
日
（
木
・
祝
）

午
前
９
時
～
午
後
２
時
30
分

■
と
こ
ろ　

萩
光
塩
学
院
中
学

校
・
高
等
学
校

■
内
容　

光
塩
ビ
ス
ケ
ッ
ト
・
幼

とき 時間 演題 講師 ところ
12月9日
（土）

9：30〜
11：30

開校式「妙なる萩のツ
バキ」 樹木医 中央公民

館
1月20日
（土）

13：30〜
16：00

市街地のツバキの名木
を尋ねて（現地視察） 樹木医 市内

2月17日
（土）

13：30〜
16：00

市内ツバキ品種調査
（現地） 樹木医 市内

2月25日
（日）

13：30〜
15：00

「接木による繁殖技術」
（接木技術の習得）

樹木医
ツバキ協会

夏みかん
センター

3月24日
（土）

8：30〜
16：00

山口つばき展視察
椿の古木研修

樹木医 山口市ほ
か

県
立
萩
美
術
館
・
浦
上
記
念
館

☎
２
４
・
２
４
０
０

　
「
ピ
ー
タ
ー
ラ
ビ
ッ
ト
」
や
「
不

思
議
の
国
の
ア
リ
ス
」
な
ど
、
大

小
あ
わ
せ
て
１
０
０
点
ほ
ど
の
し

か
け
絵
本
が
や
っ
て
き
ま
す
。

■
と
き　

11
月
23
日（
木
・
祝
）〜

26
日（
日
）午
前
９
時
〜
午
後
５
時

■
と
こ
ろ　

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ロ
ビ
ー

■
入
場
料　

無
料
（
展
示
室
へ
の

入
場
は
観
覧
券
が
必
要
）

○
関
連
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
と
び

出
す
カ
ー
ド
を
作
っ
て
み
よ
う
！
」

■
と
き　

11
月
25
日
（
土
）、
26

日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ロ
ビ
ー

■
参
加
料　

無
料
（
当
日
受
付
、

先
着
順
）

※
材
料
が
な
く
な
り
次
第
終
了
。

　
　
美
術
館
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー

　

浮
世
絵
や
や
き
も
の
の
普
通

展
示
を
鑑
賞
し
な
が
ら
、
ク
イ

ズ
に
挑
戦
。

■
と
き　

11
月
25
日
（
土
）、
26

日
（
日
）
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
４
時
30
分
ま
で
に
入
場
）

※
普
通
展
示
の
観
覧
券
が
必
要
。

■
普
通
展
示
観
覧
料　

一
般
３
０

０
円
、
学
生
２
０
０
円
、
18
歳
以

下
・
70
歳
以
上
は
無
料

　
　と
び
出
す
絵
本
展

　
　
い
い
夫
婦
の
日 

企
画

〜
見
て
、
さ
わ
っ
て
、
驚
い
て
！

と
び
出
す
絵
本
を
楽
し
も
う
！
〜
　

手
を
つ
な
い
で
入
館
さ
れ
た
ご

夫
婦
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
を
進

呈
し
ま
す（
各
日
先
着
１
０
０
組
）。

■
と
き　

11
月
22
日
（
水
）、
23

日
（
木
・
祝
）

※
普
通
展
示
を
ご
覧
に
な
る
方
が

対
象
。

稚
園
ア
メ
な
ど
人
気
商
品
の
販

売
、
手
芸
品
や
地
元
企
業
の
名
産

品
や
野
菜
・
花
の
苗
な
ど
の
販
売
、

屋
台
・
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
な
ど

主
催
・
問
い
合
わ
せ

萩
光
塩
学
院
（
２
２
・
０
７
８
２
）

中
央
公
民
館
合
同
作
品
発

表
会
・
高
齢
者
教
室
作
品
展

○
中
央
公
民
館
合
同
作
品
発
表
会

■
と
き　

11
月
24
日
（
金
）
〜
26

日
（
日
）
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
最
終
日
は
４
時
ま
で
）

■
と
こ
ろ　

市
民
館
小
ホ
ー
ル

■
内
容　

中
央
公
民
館
利
用
団
体

に
よ
る
書
画
、写
真
、パ
ッ
チ
ワ
ー

ク
、ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
、ち
ぎ
り

絵
、ス
テ
ン
シ
ル
、人
形
な
ど
17
団

体
に
よ
る
手
作
り
の
作
品
発
表
会

○
中
央
高
齢
者
教
室
作
品
展
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■
と
き　

12
月
１
日
（
金
）
〜
３

日
（
日
）
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
最
終
日
は
４
時
ま
で
）

■
と
こ
ろ　

市
民
館
小
ホ
ー
ル　

■
内
容　

教
室
で
制
作
し
た
書
道
、

園
芸
、俳
句
、絵
手
紙
な
ど
を
展
示

主
催
・
問
い
合
わ
せ

中
央
公
民
館
（
２
５
・
３
５
９
０
）

萩
商
工
高
校
文
化
祭

「
萩
商
工
祭
」

■
と
き　

11
月
25
日
（
土
）
午
前

９
時
30
分
〜
午
後
２
時
20
分

■
と
こ
ろ　

萩
商
工
高
等
学
校

■
内
容　

実
習
作
品
展
示
、
お
化

け
屋
敷
、
ゴ
ー
カ
ー
ト
試
乗
、
吹

奏
楽
演
奏
、
模
擬
店
、
木
工
品
販

売
な
ど問

い
合
わ
せ　

萩
商
工
高
等

学
校
（
２
２
・
０
０
３
４
）

グ
リ
ー
ン
ラ
イ
ン
女
性
の

つ
ど
い

　

萩
市
、
長
門
市
に
あ
る
和
牛
女

性
部
で
組
織
す
る
北
部
地
域
和
牛

女
性
部
会
長
会
が
、
技
術
研
鑽
と

交
流
を
目
的
に
開
催
し
ま
す
。

■
と
き　

12
月
１
日
（
金
）
午
前

10
時
〜
午
後
２
時
45
分

■
と
こ
ろ　

む
つ
み
総
合
事
務
所

■
内
容　

畜
産
講
演
、事
例
発
表
、

参
加
型
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
地
元

農
産
物
等
販
売

■
主
催　

北
部
地
域
和
牛
女
性
部

会
長
会問

い
合
わ
せ　

萩
農
林
事
務

所
畜
産
部
（
２
２
・
５
６
７
７
）

リ
ル
・
レ
イ
・
ダ
ン
ス
ス
タ

ジ
オ
ラ
イ
ブ

「X
'm

as D
ream

 B
ox.

〜
夢
み

る
あ
な
た
と
ク
リ
ス
マ
ス
を
・・・
」

■
と
き　

12
月
17
日
（
日
）
午
後

４
時
〜
６
時
30
分

■
と
こ
ろ　

市
民
館
大
ホ
ー
ル

■
内
容　
「
く
る
み
わ
り
人
形
と

ね
ず
み
の
魔
法
」
ほ
か

■
入
場
料　

一
般
２
２
０
０
円
、

中
学
生
以
下
１
８
０
０
円
（
当
日

は
５
０
０
円
増
）

■
チ
ケ
ッ
ト
販
売
所　

市
民
館
、

ア
ト
ラ
ス
萩
店
、サ
ン
リ
ブ
萩
、

萩
・
涼
り
ょ
う
ざ
ん山

泊ぱ
く

、ス
タ
ジ
オ
・
レ
イ

（
山
口
市
）

主
催
・
問
い
合
わ
せ

リ
ル
・
レ
イ
・
ダ
ン
ス
ス
タ
ジ
オ

（
０
８
３
・
９
２
３
・
１
８
１
６
）

混
声
合
唱
団
萩
ク
ラ
イ
ネ

ル
コ
ー
ル
定
期
演
奏
会

■
と
き　

12
月
３
日
（
日
）
午
後

２
時
〜
４
時
（
午
後
１
時
30
分
開

場
）

■
と
こ
ろ　

市
民
館
大
ホ
ー
ル

■
内
容　

宗
教
革
命
５
０
０
周
年

「Z

ツ
ヴ
ァ
イ

w
ei M

モ

テ

ッ

ト

otetten

」ほ
か
、ハ
ワ

イ
ア
ン
ス
テ
ー
ジ
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
ド

ラ
テ
ー
マ
集

■
入
場
料　

５
０
０
円
（
当
日
６

０
０
円
）

主
催
・
問
い
合
わ
せ

萩
ク
ラ
イ
ネ
ル
コ
ー
ル（
０
９
０
・

１
０
１
９
・
９
６
６
２
）
有
田

山
口
県
芸
術
文
化
祭
２
０
１
７

○
山
口
県
芸
術
演
奏
会

■
と
き　

12
月
10
日
（
日
）
午
後

１
時
30
分
〜
４
時
30
分

■
と
こ
ろ　

市
民
館
大
ホ
ー
ル

■
内
容　

県
内
の
音
楽
家
に
よ
る

ソ
ロ
を
中
心
と
し
た
ク
ラ
シ
ッ
ク

演
奏
会

■
入
場
料　

一
般
２
０
０
０
円
、

小
・
中
・
高
校
生
１
０
０
０
円

主
催
・
問
い
合
わ
せ

山
口
県
音
楽
協
会（
２
５
・
７
７
９

２
）有
冨

萩
吹
奏
楽
団
サ
マ
ー
オ
レ

ン
ジ
ー
ズ 

ク
リ
ス
マ
ス
コ

ン
サ
ー
ト

■
と
き　

12
月
２
日
（
土
）
午
後

４
時
〜
５
時
30
分

萩
博
物
館

☎
２
５
・
６
４
４
７

日
本
の
工
学
の
父　

山
尾
庸
三

没
後
１
０
０
年
記
念
企
画
展

12
月
３
日（
日
）ま
で

■
庸
三
と
木
戸
孝
允

　

庸
三
は
、
20
歳
の
頃
に
江
戸

で
知
り
合
っ
た
４
歳
上
の
木
戸

孝
允
を
、
ず
っ
と
兄
の
よ
う
に

慕
っ
て
い
ま
し
た
。
明
治
10
年

（
１
８
７
７
）、
死
を
悟
っ
た
木
戸

は
、
信
頼
す
る
庸
三
を
枕
元
に
呼

び
、
後
の
こ
と
を
託
し
た
と
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
木
戸
が
庸
三
に

送
っ
た
手
紙
の
原
本
７
通
す
べ
て

を
初
公
開
し
ま
す
。

■
社
交
界
で
の
庸
三

　

庸
三
は
、
官
営
事
業
を
司
る

工
部
省
で
活
躍
し
、
明
治
13
年

（
１
８
８
０
）
か
ら
翌
年
に
か
け

て
は
工こ
う
ぶ
き
ょ
う

部
卿
と
い
う
高
い
地
位
に

就
い
て
い
ま
し
た
。
51
歳
の
明
治

20
年
（
１
８
８
７
）
に
は
華
族
に

「木戸孝允書簡（山尾庸三あて）」木戸
は庸三に体の具合が悪いことを伝えて
いる（山尾家寄贈 萩博物館蔵）

見
ま
す
。

◆
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

▽
と
き　

12
月
２
日
（
土
）
午
後

２
時
〜
（
開
始
５
分
前
に
企
画
展

示
室
入
口
に
集
合
）

※
参
加
無
料
（
観
覧
料
が
必
要
）

中国公使館で開かれた晩餐会のメニュー
（明治18年 山尾家寄贈 萩博物館蔵）

列
し
、
子
爵

と
な
り
ま
し

た
。
晩
餐
会

の
メ
ニ
ュ
ー

を
通
し
て
、

高
位
高
官
が

集
っ
た
社
交

界
で
の
庸
三

の
姿
を
垣
間

■
と
こ
ろ　

サ
ン
ラ
イ
フ
萩

■
内
容　

ク
リ
ス
マ
ス
メ
ド

レ
ー
、観
客
参
加
ス
テ
ー
ジ
な
ど

■
入
場
料　

一
般
５
０
０
円
、中
・

高
校
生
３
０
０
円
、
小
学
生
以
下

無
料主

催
・
問
い
合
わ
せ

萩
吹
奏
楽
団
サ
マ
ー
オ
レ
ン
ジ
ー

ズ
（
０
９
０
・
８
７
１
５
・
２
０
５

７
）
冨
田
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08388・2・2838
26・1397
26・1397

阿北地区
休日当番医
AM8:30〜PM５：30

19日㊐
23日㊍㊗
26日㊐

齋藤（阿武町）
休日急患診療セ
休日急患診療セ

※阿北地区（萩地域以外）
■当番医が緊急やむを得ず変わった場合
消防テレホンサービス（☎ 25・7474）、萩・阿武健康ダイヤル
24で確認してください。

■問い合わせ　健康増進課 ☎ 26-0500、各総合事務所

毎週㊎
まなぼう館でレッツチャレンジ！ 16:30〜 須佐図書館

毎週㊎
ちっちゃなおはなし会 11:00〜 明木図書館

19㊐
古本市・写真展「明木図書館がで
きるまで」 10:00〜旭マルチメデ

ィアセンター
フリートーキングwithエマ 10:00〜 萩図書館

21㊋  あんずの会 14:00〜 萩図書館
22㊌  「草の芽」のおはなし会 15:30〜 明木図書館
24㊎ イラスト教室 15:30〜 明木図書館

25㊏
ライブラリーセッション「ワ（我）
ガママに生きてますか？」
イラストレーター　國本愛

13:30〜 萩図書館

29㊌ 木の実でつくろう 15:30〜 明木図書館
【休館日】 須佐図書館：20㊊、23㊍㊗、27㊊
   　　　明木図書館：19㊐、20㊊、23㊍㊗、27㊊

◆児童館（25･1025）　休館日：毎週火曜日
毎週㊌、㊏ 子育てアドバイス 10:00〜17:00
毎週㊍ 子育てアドバイス 10:00〜14:00
毎週㊊、㊎ おはなしの森（子ども図書館） 11:00〜
毎週㊏ おはなし会おひさま（子ども図書館） 14:30〜
16㊍ 子育て応援講座（適量ってなぁに？） 10:30〜12:00 
18㊏ みんなでミュージック 13：30〜15：00
22㊌ 国際交流員とあそぼ（子ども図書館） 16:00〜
23㊍㊗ 子育て相談 10:30〜11:30 
24㊎ だんすダンス！ 19:00〜20:00

25㊏
卓球教室（対象：小学生、参加料：無料、要申込） 10:00〜11:30 
おもしろ科学教室「音と振動であそぼう」

（対象:小学生〜高校生、定員:30人、参加料:
無料、要申込）

13:00〜15:00

26㊐ プラバン工作
（定員：50個分、材料費：1個30円） 13:30〜16:00

◆子ども発達支援センター からふる（22･2877）
21㊋、28㊋ おもちゃ図書館開館日 10:00〜15:00
21㊋ 絵本の読み聞かせ「ガタンゴトンの会」 11:00〜11:30

28㊋ 親子遊び「ぽっぽの会」（音楽あそび） 10:30〜11:30
発達相談日 11:30〜15:00

萩健康福祉センター ☎25・2667 （要予約）
16㊍
22㊌
28㊋

　暮らしと心身の総合相談
　酒害相談（お酒に関する困り事相談）
　心の健康相談

13:30 〜
13:00 〜
13:00 〜

田万川・須佐 地域
9:30〜須佐保セ

9:30〜小川交流センター集合
9:30〜弥富公民館
13:30〜須佐保セ

10：00〜田万川保セ
14:50〜須佐保育園

10:00〜須佐保セ

　元気もりもり体操会
　健康ちょきん教室：龍鱗郷ウォーキング

　弥富ウエルネス教室
　みんなの健康運動教室
　田万川・須佐 おや自炊教室
●子育て輪づくり活動（クリスマス会）
●小学生のお兄ちゃん・お姉ちゃんと遊ぼう

17㊎

20㊊
24㊎
29㊌

30㊍

萩 地域 ※保セ
4 4

は保健センター　●は母子関係の行事

9:30〜萩市保セ
13:30〜萩市保セ

13:30〜大井公民館
13:30〜雑式町公会堂
13:30〜河添憩いの家
9:30〜西木間公会堂

10:30〜中央公園
13:30〜今古萩老人憩いの家

13:30〜地域医療連携支援センター
10:00〜萩市保セ

13:00〜江向1区公会堂
9:30〜萩市保セ

16㊍

17㊎
20㊊
24㊎

25㊏
28㊋

30㊍

●10か月児健康相談
　こころの相談日（要予約）
　大井グッドヘルス
　雑式町いきいきクラブ
　河添地区健康教室
　西木間健康教室
　健康づくり応援隊体操（萩だいだい体操）
　
　今古萩タマちゃん体操会
　子育て講座	
　こころの相談日（要予約）
　江向健康教室
●５か月児健康相談

10:00〜旭活性化セ　あさひ減るしー教室（運動編）28㊋
地域川上・旭

13:00〜むつみ総合事務所
●1.6歳児、３歳児健康診査および乳幼児相談17㊎

地域むつみ・福栄

※月〜金曜の夜間当番は、午後５時〜翌朝８時
　土曜の当番は、正午〜翌朝８時、日曜・祝日の当番（休日急患
　診療センター）は、午前９時〜午後４時、午後５時〜翌朝８時
　歯科は午前９時〜正午、午後１時〜３時
※小児科は、17日以外内科で対応します。
※日曜日・祝日の外科は休日急患診療センターで対応します。
※救急医療は急患のためのものです。

夜間・休日当番医の診療時間

19㊐ 萩市会長杯争奪卓球大会　　　　9:00〜市民体育館
23㊍㊗ むつみ縦走駅伝大会　　　　　 9:30〜むつみ地区内
26㊐ 萩市民秋季バレーボール大会　　 9:00〜市民体育館

28㊋ 打ち納めグラウンド・ゴルフ大会
8:30〜萩スポーツ広場
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情報カレンダー日月火水木金土
31 2 4

65 8 9 10 11
14

20 21
12 16 17 1815
19 24 2523
13

27 28293026
22

7
＃８０００

（受付時間：午後７時〜翌朝８時）

電話相談
小児救急医療
にかかる前に

16  →30日 日

11月

●萩市主催・共催の行事 夜 間 ・ 休 日 当 番 医

16㊍
●萩・移動市長室（大島地区） （9:30〜/大島出張所）外科 萩市民（椿） 25・1200
●行政相談    （10：00〜/むつみコミュニテーセンター、13：00〜/むつみ農村環境改善センター）内科 藤原（土原） 22・0781

17㊎
●人権・行政相談 （10：00〜/弥富公民館）外科 田町（東田町） 24・1234
●NHKラジオ「ふるさと自慢うた自慢」公開録音　　　 （17:40〜/市民館大ホール） 内科 山本（椿東） 26･0077

小児科 いわたに（椿東） 24･2100

18㊏
○児童・生徒の租税作品展示 〜26日 （市民館）外科 都志見（江向） 22・2811
○阿武川流域「森林だくさん祭り」 （10：00〜/森の館萩）内科 萩慈生（玉江） 25・6622

19㊐

○大井ふるさとまつり （9:00〜/大井小中学校） 内科（外科）・歯科
○萩総まつり （9:15〜/萩総合支援学校）休日急患診療センター（椿）26・1397
○明木地区農業文化祭 （9:30〜/旭マルチメディアセンター）
○萩往還ささなみおいでん祭 （9:30〜/旭活性化センター）
○三見公民館まつり （9:30〜/三見公民館ほか）
○至誠館大学大学祭「至誠祭」 （10：00〜/至誠館大学）
○人形劇団プーク「三びきのやぎのがらがらどん」舞台鑑賞会（15：00〜/サンライフ萩）

20㊊
外科 大藤（椿） 21・0002
内科 市原（塩屋町） 22･0184

21㊋
○心配ごと相談 （9：30〜/萩市社協旭事務所）外科 萩むらた（今古萩町）25・9170

内科 柳井（橋本町） 22・0748

22㊌
●無料法律相談 （10：00〜/市役所）外科 都志見（江向） 22・2811
●行政相談 （13：30〜/川上公民館）内科 みやうち（椿） 25・2500

23㊍
㊗

○川上直売所感謝祭 （9:30〜/阿武川温泉公園） 内科（外科）・歯科
○むつみ縦走駅伝大会 （11：00〜/むつみ地域）休日急患診療センター（椿）26・1397

24㊎
●中央公民館合同作品発表会 〜26日 （9:00〜/市民館小ホール）外科 萩市民（椿） 25・1200
○萩華道協会いけばな展「はないしん」 （10：00〜/旧久保田家）内科 全真会（玉江浦） 22・4106
●萩・移動市長室（佐々並地区） （14：30〜/旭活性化センター）

25㊏
　萩イルミネフェスタ 〜H30年1月5日 （17:30〜/JR萩駅舎周辺）外科 萩むらた（今古萩町）25・9170

内科 中嶋（今古萩町） 22･2206

26㊐

○萩セミナーハウス体験まつり （10：00〜/萩セミナーハウス） 内科（外科）・歯科
　会津若松市 会津藩校日新館長講演会「戊辰150年の会津人の思い」 休日急患診療センター（椿）26・1397

（10:00〜/松陰神社・立志殿）
●萩ものしり博士検定 （10:30〜/萩セミナーハウスほか）

27㊊
外科 兼田（吉田町） 22・1113
内科 中坪（今魚店町） 22・5430

28㊋
●萩市消費者セミナー （13:30〜/サンライフ萩）外科 花宮（平安古町） 25・8738
○心配ごと相談 （13：30〜/総合福祉センター）内科 わたぬき（東浜崎町）25・2020

29㊌
外科 めづき（土原） 22・2248
内科 波多野（堀内） 25・2788

30㊍
外科 都志見（江向） 22・2811
内科 藤原（土原） 22・0781

 1 ㊎

 ２㊏
　萩陶芸家協会設立25周年記念展「茶陶の現在-2018」〜H30年1月8日（県立萩美術館・浦上記念館）
○シクラメンフェア 〜３日 （9：00〜/道の駅ハピネスふくえ）
○ふれあいステーション須佐 イルミネーション〜H30年1月3日    （17：00〜/JR須佐駅前）

12

萩・阿武
24時間年中無休・無料
☎ 0120・506・322へ

急病時の相談や、医療・
健康に関することは、

　明治維新 150 年祭関連イベント
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■人の動き（平成29年10月末日）
人口／48,836人（前月比−59）
男／22,460人（前月比ー28） 女／26,376人（前月比ー31）
世帯数／23,773世帯（前月比ー9） 出生／23人  死亡／93

お誕生おめでとう
赤ちゃん 保護者 住　所

慶弔だより
本人または親族の方から申し出があった住所にて
掲載しています。（敬称略）
※10月16日〜10月31日受付分。

お悔やみ申し上げます
氏　名 年　齢 住　所死亡日

　藩士河上忠
ち ゅ う え も ん

右衛門（家禄103 石）の長男として生ま
れました。文久3 年（1863）6 月、高杉晋作が下関で
奇兵隊を結成するや参加します。同志とともに小

こ く ら

倉藩
領の門

も じ

司・田
た の う ら

ノ浦を占領し、砲台を築き気炎を上げま
した。同年8 月、京都に上るが、政変が起こり帰国。9 月
に高杉晋作が政務役となったため、滝

た き や た ろ う

弥太郎とともに
2 代目の奇兵隊総督となりました。
　 大

や ま と

和（奈良県）で挙兵し、苦戦する天
てんちゅうぐみ

誅組に呼応す
るため、筑

ちくぜん

前の浪士平
ひ ら の く に お み

野国臣らと共に挙兵を画策しま
す。同年10 月2 日、都落ちした七

しちきょう

卿のひとり沢
さわのぶよし

宜嘉を
擁し、7 名の奇兵隊士とともに脱走しました。その際

「南
みなみはちろう

八郎」と変名しました。ところが天誅組が敗れたた
め、平野らは挙兵中止を唱えましたが、河上が強く反対
しました。ついに但

た じ ま

馬の生
い く の

野代官所を襲い、占領しまし
た（生野の変）。しかし、姫路・出

い ず し

石藩などの追討軍が
迫ると、挙兵に参加していた但馬の農兵に裏切られ敗
走します。10 月14 日、妙見山下で同志12 名と共に自
決します。死に臨み、高

こうさつ

札に「議論より実を行へなまけ
武士、国の大事を余所に見る馬鹿　皇国草莽臣南八郎」
と大書しました。

河上 弥
や い ち

市
奇兵隊２代総督

【生没年】　1843 年～ 1863 年（天保 14 ～文久 3）
【享　年】　21 歳
【誕生地】　長門国萩金谷（萩市椿）
【墓　所】　兵庫県朝来市（護国神社）
　　　　　萩市北古萩町（長寿寺）
　　　　　下関市上新地町（桜山神社）

萩・幕末維新
人物ものがたり

19

（山口県立山口博物館蔵）

新暦11月24日が命日になります。

■上映案内（24時間） ☎２６・６７０６

★年中無休☎２６・６７０５
ツインシネマ 上映案内

○猿の惑星 聖戦記
○リベリアの白い血
○三度目の殺人

上映中〜
上映中〜
上映中〜

〜東京 2020パラリンピック競技大会に向けて〜
「あすチャレ！スクール」を県内初開催

表紙

　10月 24・25日、市内３校で「あすチャレ！スクール」
が開催されました。これは、パラアスリートとともに
スポーツを体験することで、「可能性に挑戦する勇気」

「障害とは何か」などの学びにつなげる取り組みです。
児童生徒たちは一緒に爽やかな汗を流し、新しい希望
を胸にしていました。
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